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は
じ
め
に

　

細
川
就
は
、
肥
後
熊
本
藩
第
七
代
治
年
の
末
女
と
し
て
天
明
七
年
（
一

七
八
七
）
二
月
に
熊
本
花
畑
館
で
生
ま
れ
た
。
母
は
側
室
千
木
（
妙
雲

院
）
で
あ
る
（
細
川
家
系
図
）。
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
に
著
し
た
『
東

海
道
御
道
の
記
』
の
な
か
で
、
就
は
亡
父
治
年
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
回

想
し
て
い
る（
１
）。

　
　

…
…
ふ
と
父
君
の
、
御
名
あ
り
け
れ
ば
、
い
と
な
つ
か
し
く
、
わ
れ

筑
紫
の
熊
本
に
生
れ
し
時
は
、
と
も
に
あ
り
し
が
、
ほ
ど
な
く
、
吾

妻
へ
の
ぼ
り
た
ま
ひ
、
同
年
の
秋
と
い
ふ
に
、
世
を
さ
り
た
ま
ひ
し

か
ば
、
年
月
の
重
り
ゆ
く
に
つ
け
て
も
、
こ
ひ
し
さ
の
い
や
ま
さ
り
、

世
の
中
の
人
の
上
に
は
、
ま
た
あ
る
べ
き
こ
と
の
や
う
に
も
お
ぼ
え

ず
。

　

治
年
は
就
が
誕
生
し
た
三
日
後
に
熊
本
を
発
ち
、
江
戸
に
戻
る
と
病
臥

の
身
と
な
り
、
九
月
に
没
し
た
（
本
藩
年
表
）。
し
た
が
っ
て
、
就
は
父

の
記
憶
を
持
た
ず
に
育
っ
た
。
熊
本
を
離
れ
て
江
戸
の
白
金
邸
へ
移
っ
た

の
は
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
四
月
、
四
歳
の
と
き
で
あ
る
。
そ
し
て
文

化
四
年
四
月
に
二
十
一
歳
で
久
我
通
明
に
嫁
し
、
京
都
今
出
川
へ
と
移
っ

た
。

　

著
作
に
紀
行
文
二
種
が
あ
り
、
ま
た
没
後
の
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）

に
歌
集
『
桜
木
集
』
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。『
国
書
人
名
辞
典
』（２
）
に
も

「
幼
少
よ
り
和
歌
を
好
む
」
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
和
歌
を
能
く
し
た
が
、

世
間
で
早
く
に
注
目
さ
れ
た
の
は
紀
行
文
で
あ
っ
た
。
就
の
紀
行
文
は
明

治
三
十
二
年
（
一
九
二
九
）
刊
行
の
『
女
鑑
』
に
元
熊
本
藩
士
で
あ
る

佐
々
豊
水
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
、
人
々
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
そ
の

後
、
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
に
刊
行
さ
れ
た
高
野
白
哀
編
『
肥
後
女

性
鑑
』
は
、
就
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
評
す
。

　
　
　

細
川
就
（
ナ
ル
と
読
む
）
も
、
細
川
の
流
を
汲
む
女
性
歌
人
の
一

人
で
あ
つ
て
、
そ
の
秀
歌
は
、
歌
集
と
し
て
三
冊
に
ま
と
め
ら
れ
残

さ
れ
た
も
の
が
あ
つ
た
と
い
ふ
が
、
吾
人
は
、
容
易
に
そ
の
書
に
接

す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

　
　
　

た
ゞ
、
二
十
才
頃
（
そ
の
頃
久
我
家
に
嫁
い
だ
や
う
で
あ
る
）
江

細
川
就
と
有
栖
川
宮
家

―
―
織
仁
親
王
へ
の
入
門
を
め
ぐ
っ
て
―
―

日
　
高
　
愛
　
子
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戸
か
ら
京
都
ま
で
の
道
中
記
を
も
の
し
『
就
君
様
御
道
記
』
と
い
ふ

の
が
、
一
時
は
人
々
に
膾
炙
し
た
こ
と
が
あ
つ
た
と
聞
い
て
ゐ
る
。

　
　
　

女
学
校
や
中
学
校
で
は
、『
十
六
夜
日
記
』
や
『
東
関
紀
行
』
な
ど
、

定
石
的
に
国
文
教
科
書
に
も
出
て
来
る
が
、
吾
人
は
そ
れ
等
に
も
比

す
べ
き
、『
御
道
記
』
の
あ
つ
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
は
な
い
で
は
ゐ

ら
れ
な
い
。
…
…

　
　
　

年
若
い
女
性
の
、
東
海
道
五
十
三
次
を
旅
し
た
日
記
と
い
ふ
も
の

は
珍
ら
し
い
。
文
も
よ
け
れ
ば
歌
も
よ
い
。
就
女
の
文
才
を
推
す
べ

き
で
あ
る
。
又
こ
の
美
し
き
筆
致
を
透
し
て
、
筆
者
の
清
き
心
情
を

も
知
り
得
る
。

　

ま
た
近
年
で
は
、
山
口
哲
子
「
近
世
女
人
文
人
風
土
記
―
肥
後
国
の
巻

（
熊
本
県
）
―
」（『
江
戸
期
お
ん
な
考
』
十
四
、
二
〇
〇
三
年
）
な
ど
に

次
の
よ
う
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
。

　
　
　

藩
主
細
川
治
年
の
末
娘
で
女
性
歌
人
と
し
て
後
世
に
名
を
残
し
て

い
る
。
久
我
大
納
言
通
明
に
嫁
し
て
、
江
戸
住
い
で
あ
っ
た
頃
、
文

化
四
年
（
一
八
〇
七
）
三
十
一
歳
の
時
京
都
ま
で
旅
を
し
た
。
そ
の

道
中
記
『
東
路
日
記
』（『
御
道
の
記
』
や
『
東
路
千
代
鏡
』
と
も
い

う
）
と
い
う
の
が
あ
る
。
そ
の
中
か
ら
首
途
に

　
　
　
　

お
も
ひ
立
旅
の
衣
の
露
け
さ
も
わ
か
る
ゝ
袖
に
ま
つ
し
ら
れ
け

り

　
　

と
詠
ん
で
東
海
道
五
十
三
次
の
旅
に
出
た
。

　
　
　

こ
の
他
、
紀
行
文
と
し
て
文
化
七
年
（
一
八
一
〇
）
の
『
桂
能
里

乃
紀
行
』（
桂
離
宮
拝
観
）、
又
歌
集
と
し
て
『
散さ

九く

良ら

木ぎ

集
』
三
冊

が
遺
さ
れ
て
い
る
。
墓
は
京
都
妙
覚
寺
に
あ
る
。

　
『
東
海
道
御
道
の
記
』（
東
路
日
記
）
を
「
東
海
道
五
十
三
次
の
旅
」
と

す
る
の
は
『
肥
後
女
性
鑑
』
に
拠
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
些
か
誤
認
が
あ
る
。

そ
の
こ
と
は
後
述
す
る
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
言
説
に
見
る
よ
う
に
、
一
般

的
に
就
の
文
芸
と
し
て
は
紀
行
文
が
注
目
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

就
の
七
回
忌
に
刊
行
さ
れ
た
『
桜
木
集
』
に
は
上
・
中
・
下
冊
合
わ
せ
て

二
千
首
を
超
え
る
歌
が
載
り
、
和
歌
な
く
し
て
そ
の
生
涯
を
語
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
女
性
の
歌
集
が
編
ま
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
こ
の
よ
う
な

遺
草
集
が
出
版
さ
れ
る
の
は
珍
し
い
。

　

就
は
有
栖
川
宮
織
仁
親
王
に
師
事
し
、
和
歌
を
学
ん
だ
。
没
後
に
藩
主

斉
護
や
子
建
通
の
序
を
付
し
て
『
桜
木
集
』
が
刊
行
さ
れ
、
歌
人
と
し
て

讃
え
ら
れ
た
の
も
、
織
仁
親
王
か
ら
堂
上
の
和
歌
を
学
ん
だ
こ
と
が
少
な

か
ら
ず
関
係
し
て
い
よ
う
。
織
仁
親
王
の
歌
道
門
人
で
あ
っ
た
就
は
、
堂

上
歌
壇
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、

就
の
生
涯
を
辿
り
な
が
ら
、
就
と
有
栖
川
宮
家
を
は
じ
め
と
す
る
堂
上
歌

壇
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

一
　
上
京

　

文
化
四
年
に
就
は
久
我
通
明
に
輿
入
れ
し
た
。
そ
の
折
に
著
し
た
紀
行

文
が
『
東
海
道
御
道
の
記
』
で
あ
る
。『
女
鑑
』
第
一
八
一
号
「
思
立
旅

の
記
」
の
序
に
も
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
る
。

　
　

此
の
紀
行
は
熊
本
藩
主
、
細
川
越
中
守
源
治は
る

年と
し

朝
臣
の
第い
や
は
て
の
む
す
め

末
女
に



－ 3 －

て
、
京み
や
こ都
の
公
卿
、
久く

我が

家け

の
令
夫
人
に
、
輿
入
の
時
、
江
戸
邸
よ

り
、
上
み
や
こ
の
ぼ
り京
の
を
り
、
も
の
せ
ら
れ
し
を
、
予
が
親
族
、
熊
本
藩
士
、

塩し
ほ

山や
ま

又ま
た

右う

衛ゑ

門も
ん

林ふ
さ

常つ
ね

が
、
令
夫
人
の
側
用
人
を
ひ
さ
し
く
つ
と
め
て
、

京み
や
こ都

に
あ
り
し
こ
ろ
、
令
夫
人
の
手
づ
か
ら
た
ま
ひ
し
、
自
筆
の
も

の
と
ぞ
。
今こ

度た
び

写
し
て
、
こ
ゝ
に
い
だ
し
ぬ
。
稽
古
の
料し
ろ

に
な
し
た

ま
へ
。�

佐
々
豊
水
誌
る
す　

　
『
東
海
道
御
道
の
記
』
は
次
の
よ
う
に
始
ま
る
。

　
　
　

文
化
四
の
年
、
弥
生
の
、
は
つ
か
あ
ま
り
九
日
、
朝
日
影
の
ど
か

な
る
に
、
故ふ
る

郷さ
と

を
立
い
づ
。
ま
こ
と
に
、
今
日
こ
そ
は
、
年
こ
ろ
の

ほ
い
を
と
げ
、
都
へ
お
も
む
く
旅
な
れ
ば
、
い
と
う
れ
し
さ
は
、
い

ふ
は
か
り
な
け
れ
ど
も
、
さ
ら
で
だ
に
、
し
ば
し
の
う
ち
の
わ
か
れ

さ
へ
、
名
残
あ
る
も
の
を
、
ま
し
て
、
二ふ
た

度ゝ
び

か
へ
る
べ
し
と
も
、
お

ぼ
え
ね
ば
、
い
ま
さ
ら
武
蔵
野
の
、
は
て
し
な
き
こ
と
の
み
、
お
も

ひ
つ
ゞ
け
侍
り
ぬ
。

　
　
　
　

お
も
ひ
た
つ
旅
の
こ
ゝ
ろ
の
つ
ゆ
け
さ
も
わ
か
る
は
そ
で
に
ま

づ
し
ら
れ
け
り

　

就
が
輿
入
れ
の
た
め
に
江
戸
を
発
っ
た
の
は
同
年
三
月
二
十
九
日
で

あ
っ
た
。『
東
海
道
御
道
の
記
』
は
そ
の
道
中
を
綴
っ
た
も
の
で
あ
り
、

　
　

や
ゝ
道
の
ほ
ど
も
ち
か
づ
け
ば
、

　
　
　
　

は
る
ば
る
と
お
も
ひ
た
ち
に
し
旅
ご
ろ
も
い
つ
か
み
や
こ
に
か

く
て
き
に
け
ん

　
　

な
ど
、
お
も
ひ
つ
ゞ
け
て
、
未
の
時
ば
か
り
に
、
今
出
川
の
舘
に
つ

き
侍
り
ぬ
。

と
し
て
四
月
十
四
日
に
京
都
今
出
川
に
到
着
し
た
と
こ
ろ
で
擱
筆
し
て
い

る
。

　
『
織
仁
親
王
行
実
』（
高
松
宮
蔵
版
、
一
九
三
八
年
）
同
年
四
月
十
四
日

条
に
は
、

　
　

十
四
日
、
歌
道
門
人
細
川
就
姫

0

0

0

0

0

0

0

0

、
久
我
中
納
言
通
明
に
入
輿
の
為
、

江
戸
よ
り
上
着
に
付
き
、
両
家
に
使
者
を
遣
し
て
賀
詞
を
述
べ
し
め
、

尋
い
で
婚
礼
に
際
し
賀
品
を
賜
ふ
。

と
あ
り
、
就
の
京
都
到
着
後
直
ぐ
に
、
織
仁
親
王
か
ら
細
川
・
久
我
両
家

に
婚
礼
を
祝
す
賀
詞
等
が
下
賜
さ
れ
た
旨
が
記
録
さ
れ
る
。
ま
た
、
そ
の

四
日
後
に
は
、

　
　

十
八
日
、
細
川
家
の
使
者
家
老
木
下
三
郎
左
衛
門
参
邸
せ
し
を
以
て

賜
謁
、
口
祝
を
下
さ
れ
、
又
、
御
会
釈
と
し
て
巻
物
地
を
賜
ふ
。

と
し
て
細
川
家
の
家
老
木
下
三
郎
左
衛
門
が
織
仁
親
王
に
拝
謁
、
改
め
て

婚
礼
の
祝
い
を
賜
っ
た
と
あ
る
。
織
仁
親
王
が
こ
の
よ
う
に
就
の
婚
礼
を

祝
し
た
の
は
、
彼
女
が
歌
道
門
人
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

二
　
織
仁
親
王
へ
の
入
門

　
『
織
仁
親
王
行
実
』
に
よ
れ
ば
、
就
が
織
仁
親
王
へ
歌
道
入
門
し
た
の

は
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
四
月
二
十
三
日
、
十
四
歳
の
頃
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
翌
年
の
享
和
元
年
九
月
二
十
一
日
に
は
織
仁
親
王
へ
書
道
入
門

し
て
い
る
。
永
青
文
庫
蔵
『
百
人
一
首
』（
一
〇
八
・
六
・
四
一
）
に
は

巻
末
に
、
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享
和
三
年
二
月

　
　

宮有
栖
河
織
仁
様
御
書
入
よ
み
く
せ
写

と
あ
り
、
就
が
織
仁
親
王
へ
の
書
道
入
門
の
二
年
後
に
、
織
仁
親
王
の
よ

み
く
せ
が
書
入
れ
ら
れ
た
『
百
人
一
首
』
を
書
写
し
て
い
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
る
が
、
こ
れ
も
親
王
に
よ
る
歌
道
教
育
の
一
環
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

　

ま
た
、
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
十
二
月
五
日
に
は
織
仁
親
王
よ
り
筆

道
三
ヶ
事
を
相
伝
さ
れ
た
。『
織
仁
親
王
行
実
』
同
日
条
に
は
次
の
よ
う

に
記
さ
れ
る
。

　
　

是
日
、
久
我
中
納
言
通
明
室
就
君
に
切
紙
を
以
て
色
紙
・
短
尺
・
女

房
懐
紙
の
筆
道
三
ヶ
事
を
相
伝
せ
ら
る
。
こ
れ
婦
人
門
人
に
書
道
御

相
伝
の
初
例
に
か
か
り
、
既
に
聖
上
の
叡
慮
を
伺
は
れ
し
も
の
な
り
。

　

右
に
よ
る
と
、
就
は
こ
の
日
、
色
紙
・
短
冊
・
女
房
懐
紙
の
筆
道
に
関

す
る
切
紙
の
相
伝
を
受
け
た
が
、
こ
の
切
紙
相
伝
が
女
性
門
人
に
対
し
て

初
め
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
よ
う
。

　

永
青
文
庫
に
は
、
文
化
八
年
十
二
月
六
日
付
の
奥
書
を
持
つ
「
入
木
道

伝
流
」（
一
〇
六
・
一
〇
・
五
・
ホ
・
四
番
一
）
と
題
す
る
一
冊
が
あ
る
。

未
精
査
で
は
あ
る
が
、
筆
道
三
ヶ
事
の
相
伝
か
ら
ち
ょ
う
ど
二
年
後
に
書

き
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
織
仁
親
王
に
よ
る
書
道
教
育
の
一
つ
と
思

わ
れ
る
。

　

こ
こ
で
『
織
仁
親
王
行
実
』
な
ど
の
記
述
を
基
に
、
就
と
織
仁
親
王
と

の
交
流
に
つ
い
て
改
め
て
整
理
し
た
い
（
括
弧
内
は
年
齢
を
示
す
）。

　
　

寛（
一
八
〇
〇
）

政
12
年
4
月
23
日　

歌
道
入
門
（
14
）

　
　

享（
一
八
〇
一
）

和
元
年
9
月
21
日　

書
道
入
門
（
15
）

　
　

享
和
３
年
2
月　
　
　

織
仁
親
王
書
入
『
百
人
一
首
』
書
写
（
17
）

　
　

文（
一
八
〇
七
）

化
４
年
4
月
14
日　

織
仁
親
王
よ
り
婚
礼
祝
（
21
）

　
　

同
年　
　

4
月
18
日　

細
川
家
家
老
に
織
仁
親
王
賜
謁

　
　

文
化
６
年
12
月
5
日　

筆
道
三
ヶ
事
相
伝
（
23
）

　
　

文
化
８
年
12
月
6
日　
「
入
木
道
伝
流
」
書
写
（
25
）

　
　

文
化
12
年
5
月
1
日　

織
仁
親
王
賜
謁
（
29
）

　
　

文
化
14
年
2
月
11
日　

就
、
織
仁
親
王
を
招
宴
（
31
）

　
　

文（
一
八
二
〇
）

政
３
年
2
月
20
日　

織
仁
親
王
薨
逝
（
34
）

　

歌
道
入
門
か
ら
二
十
年
間
で
は
あ
る
が
、
自
邸
で
の
宴
に
招
く
な
ど
、

織
仁
親
王
の
薨
去
ま
で
そ
の
関
係
は
続
き
、
門
人
と
し
て
親
交
を
深
め
て

い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。

三
　
幽
斎
二
百
回
忌
追
善
和
歌

　

文
化
六
年
八
月
は
幽
斎
二
百
回
忌
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
と
き
詠
ま
れ
た

追
善
和
歌
の
な
か
に
も
織
仁
親
王
門
と
し
て
の
就
と
堂
上
歌
壇
と
の
関
わ

り
が
見
え
る
。

　

永
青
文
庫
に
「
御
勧
進
御
短
尺
写
」
と
記
し
た
包
紙
と
と
も
に
幽
斎
二

百
回
忌
の
追
善
和
歌
（
一
〇
八
・
六
・
五
九
・
三
・
一
）
が
残
る
。
そ
の

末
尾
に
は
次
の
よ
う
な
書
状
が
写
さ
れ
る
。

　
　

細
川
幽
斎
殿
二
百
回
忌
ニ
付
堂
上
方
和
歌
御
勧
進
之
事
、
従
細
川
家

以
就
君
御
方
、
殿
下
江
御
頼
有
之
、
早
速
院
御
所
御
気
色
御
伺
之
処
、
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幽
斎
殿
儀
者
乍
武
門
於
和
歌
道
器
量
異
他
二
条
流
相
伝
格
別
深
由
緒

有
之
上
者
道
之
為
早
々
勧
進
可
有
之
、
御
製
茂
被
下
度
思
召
候
へ
ど

も
追
慕
之
御
製
被
下
候
御
例
無
之
ニ
付
責
而
今
度
勧
進
詠
出
之
内
御

点
之
人
江々
ハ
御
点
可
被
下
旨
仰
被
為
在
候
、
全
体
者
御
願
ニ
而
御
点

給
り
候
義
ニ
候
得
共
、
此
度
者
格
別
之
御
事
故
伺
無
思
召
ニ
而
被
仰
出

候
、
従
殿
下
御
勧
進
被
進
筈
ニ
候
へ
ど
も
一
条
准
后
殿
下
二
条
院
御

灌
頂
茂
被
為
済
、
御
由
緒
茂
有
之
御
事
、
従
御
同
方
御
取
重
被
為
有

候
事
、
御
的
当
之
義
と
思
召
候
間
、
従
殿
下
茂
被
仰
進
無
御
滞
御
勧

進
御
懸
之
段
、
於
殿
下
茂
珍
重
思
召
候
此
段
申
入
置
候
様
被
仰
付
候

事

　
　
　
　

九
月　
　

牧
治
部
少
輔

　
　
　

三
角
典
薬
少
允
殿

　

傍
線
部
に
み
る
よ
う
に
、
こ
の
と
き
追
善
和
歌
の
勧
進
に
つ
い
て
堂
上

方
へ
働
き
か
け
た
の
は
就
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
仲
介
を
し
た
の
が
一

条
忠
良
（
一
条
准
后
殿
下
）
で
あ
る
。
忠
良
は
第
八
代
藩
主
斉
茲
の
娘
邰

姫
を
正
室
と
し
、

細
川
家
と
姻
戚
関

係
に
あ
っ
た
。
ま

た
、
そ
の
子
建
通

は
通
明
と
就
の
養

子
と
な
っ
て
い
る

（
図
１
）。
こ
の
よ

う
な
関
係
か
ら
、

就
は
忠
良
を
通
じ
て
堂
上
方
に
幽
斎
二
百
回
忌
の
和
歌
勧
進
を
働
き
か
け

た
の
で
あ
っ
た
。

　

さ
て
、
右
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
就
は
光
格
天
皇
（
院
）
の
御
製
も
所
望

し
た
よ
う
だ
が
、
そ
れ
は
叶
わ
ず
勅
点
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
と
あ
る
。

　

追
善
和
歌
と
と
も
に
記
さ
れ
る
歌
人
一
覧
を
次
に
確
認
し
た
い
。

　
　

冷
泉
家
点　
　
　
　

鷹
司　

関
白
政
通
公

　
　

院
御
点　
　
　
　
　

一
条　

准
三
宮
忠
良
公

　
　

一
条
准
后
殿
御
点　

久
我　

前
内
大
臣
通
明
公

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
院　

権
大
納
言
通
知
卿

　
　

一
条
准
后
殿
御
点　

一
条　

権
大
納
言
忠
香
卿

　
　

院
御
点　
　
　
　
　

冷
泉　

前
権
大
納
言
為
則
卿

　
　

院
御
点　
　
　
　
　

飛
鳥
井　

権
中
納
言
雅
光
卿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
条
西　

権
中
納
言
実
勲
卿

　
　

飛
鳥
井
家
父
点　
　

飛
鳥
井　

佐
兵
衛
督
雅
久
卿

　
　

冷
泉
家
父
点　
　
　

冷
泉　

左
衛
門
督
為
全
卿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
院　

前
侍
従
通
繋
朝
臣

　
　

一
条
准
后
殿
御
点　

三
条
西　

右
中
将
季
知
朝
臣

　
　

一
条
准
后
殿
御
点　

烏
丸　

右
少
弁
光
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

通
明
公
御
簾
中　

就
君
御
方

　
　

一
条
准
后
殿
御
点　

忠
良
公
御
姫
君　

三
千
姫
君
御
方

　

関
白
鷹
司
政
通
を
筆
頭
に
一
条
忠
良
ら
堂
上
歌
人
十
三
名
が
並
び
、
そ

の
後
に
就
と
忠
良
の
娘
三
千
姫
の
名
が
連
な
る
。
女
性
と
し
て
名
が
挙
が

る
の
は
、
こ
の
二
人
だ
け
で
あ
る
。

院
御
点

一
条
准
后
殿
御
下
見

院
御
点

一
条
准
后
殿
御
下
見

有
栖
川
宮
点
御
病
中

当
時
一
条
准
后
殿
御
点

有
栖
川
宮
点
御
病
中

当
時
一
条
准
后
殿
御
点

【図１】就周辺系図
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一
条
忠
良
・
冷
泉
為
則
・
飛
鳥
井
雅
光
に
は
「
院
御
点
」
と
記
さ
れ
、

師
で
あ
っ
た
光
格
天
皇
よ
り
勅
点
を
受
け
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
ほ
か
、

中
院
通
知
と
三
条
西
実
勲
が
忠
良
の
下
見
の
後
に
同
じ
く
光
格
天
皇
の
勅

点
を
受
け
て
い
る
。

　

一
方
、
中
院
通
繋
と
就
は
「
有
栖
川
宮
点
御
病
中
／
当
時
一
条
准
后
殿

御
点
」
と
あ
り
、
織
仁
親
王
の
御
点
を
受
け
る
筈
で
あ
っ
た
が
、
親
王
が

病
中
で
あ
っ
た
た
め
に
忠
良
か
ら
点
を
受
け
た
こ
と
が
分
か
る
。
忠
良
は

寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
に
十
九
歳
で
織
仁
親
王
へ
歌
道
入
門
し
、
そ
の

二
年
後
に
二
十
一
歳
で
光
格
天
皇
に
入
門
し
て
い
る（
３
）。
忠
良
が
織
仁
親

王
の
代
わ
り
に
点
を
付
す
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
堂
上
歌
壇
の
中
心
的
存

在
と
し
て
織
仁
親
王
を
支
え
て
い
た
こ
と
に
よ
ろ
う（
４
）。

四
　
細
川
家
の
有
栖
川
宮
家
入
門
者

　

就
が
織
仁
親
王
へ
歌
道
入
門
し
た
の
は
十
四
歳
で
あ
っ
た
。
試
み
に
、

先
の
幽
斎
二
百
回
忌
追
善
和
歌
の
出
詠
者
の
う
ち
、
同
じ
く
織
仁
親
王
に

入
門
し
た
堂
上
歌
人
の
入
門
時
期
を
確
認
し
て
み
る
（
括
弧
内
は
年
齢
を

示
す
）（５
）。

　
　

寛
政
４
年
11
月
19
日　

一
条
忠
良
（
19
）

　
　

寛
政
８
年
3
月
16
日　

中
院
通
知
（
26
）

　
　

享
和
元
年
9
月
21
日　

細
川
就
（
14
）

　
　

享
和
３
年
8
月
2
日　

中
院
通
繋
（
14
）

　
　

文
政
元
年
10
月
16
日　

飛
鳥
井
雅
久
（
19
）

　

忠
良
や
雅
久
が
織
仁
親
王
へ
歌
道
入
門
し
た
の
は
十
九
歳
で
あ
る
。
通

繋
は
就
と
同
じ
く
十
四
歳
で
入
門
し
て
い
る
が
、
堂
上
歌
人
と
較
べ
て
も

就
は
早
い
時
期
に
入
門
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

細
川
家
に
は
就
以
外
に
も
有
栖
川
宮
家
に
入
門
し
、
歌
道
や
書
道
を
学

ん
だ
人
た
ち
が
い
る
。
現
時
点
で
確
認
さ
れ
る
入
門
者
と
入
門
時
期
に
つ

い
て
次
に
一
覧
す
る（
６
）。

　
　

宝（
一
七
五
七
）

暦
７
年
12
月
17
日　

竹
原
勘
十
郎
（
38
）
織
仁
親
王
に
歌
道
入
門

　
　

宝
暦
８
年
1
月
29
日　

清
源
院
軌
子
（
34
）
職
仁
親
王
に
歌
道
入
門

　
　

寛（
一
八
〇
〇
）

政
12
年
4
月
23
日　

就
姫
（
14
）
織
仁
親
王
に
歌
道
入
門

　
　

享（
一
八
〇
一
）

和
元
年
9
月
21
日　

就
姫
（
15
）
織
仁
親
王
に
書
道
入
門

　
　

享
和
２
年
1
月
10
日　

紀
姫
（
18
）
織
仁
親
王
に
書
道
入
門

　
　

文（
一
八
〇
四
）
化
元
年
10
月
11
日　

邰
姫
（
12
）
織
仁
親
王
に
書
道
入
門

　
　

文
化
３
年
8
月
27
日　

細
川
立
之
（
23
）
織
仁
親
王
に
歌
道
入
門

　

就
の
入
門
以
前
に
は
、
宝
暦
七
年
十
二
月
に
熊
本
藩
御
用
人
の
竹
原
勘

十
郎
（
玄
路
）
が
、
そ
の
一
か
月
後
の
宝
暦
八
年
正
月
に
第
六
代
藩
主
重

賢
の
実
妹
、
清
源
院
軌
子
（
宇
土
細
川
興
里
室
）
が
い
ず
れ
も
朝
山
斉
之

助
の
紹
介
に
よ
っ
て
職
仁
親
王
に
歌
道
入
門
し
て
い
る
。
熊
本
県
立
図
書

館
蔵
『
清
源
院
和
歌
百
首
』（C/911.1/

ｾ
/

）
に
は
、
巻
末
に
「
有
栖
川

一
品
宮
中
務
卿（

マ
マ
）仁

親
王
御
点
和
歌
」
と
の
記
述
が
あ
り
、
清
源
院
が
職

仁
親
王
よ
り
添
削
を
受
け
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る（
７
）。
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だ
が
、
有
栖
川
宮
家
に
歌
道
入
門
し
た
女
性
は
、
清
源
院
の
ほ
か
に
は

寛
政
十
二
年
に
織
仁
親
王
に
入
門
し
た
就
だ
け
で
あ
る
。
既
述
の
よ
う

に
、
女
性
門
人
と
し
て
初
め
て
織
仁
親
王
よ
り
書
道
の
切
紙
相
伝
を
受
け

た
の
は
就
で
あ
っ
た
。
就
が
書
道
入
門
し
た
翌
年
の
享
和
二
年
正
月
に
は

第
九
代
藩
主
斉
樹
室
の
紀
姫
（
徳
川
治
済
女
）
が
、
さ
ら
に
そ
の
二
年
後

の
文
化
元
年
十
月
に
は
斉
樹
の
妹
で
忠
良
室
の
邰
姫
が
織
仁
親
王
へ
書
道

入
門
し
て
お
り
、
就
の
入
門
を
契
機
と
し
て
細
川
家
の
女
性
た
ち
が
相
次

い
で
有
栖
川
宮
家
へ
入
門
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
な
か
で
邰
姫

が
十
二
歳
の
若
さ
で
書
道
入
門
し
て
い
る
の
は
、
彼
女
が
忠
良
室
で
あ
っ

た
こ
と
も
関
係
し
て
い
よ
う
が（
８
）、
歌
道
の
入
門
は
確
認
さ
れ
な
い
。
一

方
、
文
化
三
年
八
月
に
は
斉
樹
の
実
兄
で
第
十
代
藩
主
斉
護
の
実
父
で
あ

る
立
之
（
肥
後
宇
土
藩
第
七
代
藩
主
）
が
織
仁
親
王
に
歌
道
入
門
し
て
お

り
、
就
の
紹
介
に
よ
る
可
能
性
が
高
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
に
細
川
家
の
人
々
が
有
栖
川
宮
家
へ
歌
道
や
書

道
を
入
門
し
た
背
景
に
何
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
前
田
淑
氏
は
、
先
の

『
清
源
院
和
歌
百
首
』
で
清
源
院
が
職
仁
親
王
か
ら
添
削
を
受
け
た
こ
と

に
関
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る（
９
）。

　
　

清
源
院
が
有
栖
川
宮
家
を
師
と
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
理
由
が
あ
る
。

細
川
家
の
藩
祖
幽
斎
か
ら
八
条
宮
智
仁
親
王
へ
と
う
け
つ
が
れ
た
古

今
伝
授
は
、
後
陽
成
天
皇
の
皇
子
好
仁
親
王
を
始
祖
と
す
る
高
松
宮

家
に
伝
わ
り
、
や
が
て
三
世
幸
仁
親
王
が
有
栖
川
宮
を
称
さ
れ
て
か

ら
は
、
こ
の
宮
家
が
当
代
の
学
問
の
宮
家
と
し
て
、
堂
上
の
学
問
の

中
心
と
な
っ
た
。
清
源
院
が
師
事
し
た
と
思
わ
れ
る
五
世
職
仁
親
王

は
、
桃
園
、
後
桜
町
両
天
皇
か
ら
歌
道
師
範
を
拝
命
し
、
当
時
の
堂

上
和
歌
の
中
心
的
存
在
で
あ
っ
た
。
こ
の
頃
の
公
卿
や
大
名
家
は
き

そ
っ
て
堂
上
風
の
和
歌
を
学
ん
だ
よ
う
で
あ
る
が
、
幽
斎
以
来
の
和

歌
の
伝
統
は
有
栖
川
宮
家
に
継
が
れ
た
と
言
っ
て
よ
く
、
清
源
院
が

自
作
の
添
削
を
こ
の
宮
に
求
め
た
理
由
も
、
十
分
に
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

　

幽
斎
か
ら
智
仁
親
王
へ
と
相
伝
さ
れ
た
古
今
伝
受
は
、
確
か
に
御
所
伝

受
の
流
れ
の
な
か
で
有
栖
川
宮
家
に
受
け
継
が
れ
て
い
き
、
御
所
伝
受
に

関
わ
る
堂
上
歌
人
た
ち
も
有
栖
川
宮
家
に
歌
道
入
門
し
て
い
る
。
ま
た
、

有
栖
川
流
は
職
仁
親
王
の
時
代
に
書
法
が
確
立
し
た
と
さ
れ
、
織
仁
親
王

は
光
格
天
皇
な
ど
の
皇
族
や
公
家
に
対
し
て
伝
受
を
行
っ
て
い
る（

10
）。
こ

【
図
２
】
細
川
家
略
系
図
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う
し
た
正
統
な
堂
上
の
歌
道
や
書
道
を
享
受
す
る
た
め
に
大
名
家
の
人
々

が
有
栖
川
宮
家
へ
の
入
門
を
求
め
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　

だ
が
、
清
源
院
の
歌
道
入
門
後
し
ば
ら
く
の
間
は
細
川
家
か
ら
有
栖
川

宮
家
へ
の
入
門
者
は
確
認
さ
れ
な
い
。
先
述
の
通
り
、
細
川
家
の
周
辺
で

有
栖
川
宮
家
へ
の
入
門
が
増
え
る
の
は
、
就
の
織
仁
親
王
入
門
後
か
ら
で

あ
り
、
就
の
時
代
に
有
栖
川
宮
家
と
の
強
い
結
び
つ
き
が
生
ま
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

五
　
幽
斎
秀
歌
三
首
の
所
望

　

織
仁
親
王
薨
去
後
も
就
と
有
栖
川
宮
家
と
の
関
係
は
続
い
た
。
文
政
十

三
年
（
一
八
三
〇
）
に
は
幽
斎
の
、

　
　

め
で
き
ぬ
る
花
も
紅
葉
も
月
雪
も
か
す
み
に
消
る
春
の
明
ぼ
の（

11
）　

　
　
（
衆
妙
集
・
一
九
八
・
春
曙
）

　
　

か
ぜ
そ
よ
ぐ
入
江
の
蘆
の
ほ
の
〴
〵
と
月
に
成
行
う
す
霧
の
空

（
衆
妙
集
・
一
一
一
・
江
月
）

　
　

吹
を
く
る
雪
の
し
が
ら
み
か
け
そ
め
て
夕
風
し
ろ
き
谷
の
柴
橋

（
衆
妙
集
・
四
三
七
・
橋
上
初
雪
）

と
い
う
秀
歌
三
首
の
書
写
を
織
仁
親
王
の
子
韶
仁
親
王
に
所
望
し
て
い
る
。

永
青
文
庫
蔵
の
証
明
状
（
一
〇
八
・
六
・
五
九
・
四
）
に
は
、

　
　

右
被
応
需
于
源
美
子
朝
臣
二
品
中
務
卿
韶
仁
親
王
所
令
書
写
給
者
如

件

　
　
　

文
政
十
三
年
十
月　

図
書
頭
兼
甲
斐
守
藤
原
朝
臣
義
（
花
押
）

と
あ
る
。
こ
の
秀
歌
三
首
は
幽
斎
像
の
賛
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
（
図

３
）。

　
『
桜
木
集
』
上
冊
・
四
七
五
番
歌
の
次
の
詞
書
が
注
目
さ
れ
る
。

文
政
十
三
の
す
ぎ
に
し
秋
は
お
ほ
け
な
き
御
恵
に
、
先
祖
追
悼

二
百
と
せ
あ
ま
り
の
和
哥
の
道
、
ふ
た
ゝ
び
光
を
添
給
り
し
よ

り
こ
の
か
た
古
を
思
し
て
、
御
心
〳
〵
に
忝
さ
の
数
〳
〵
と
ぶ

ら
は
せ
給
ふ
あ
る
中
に
も
、
こ
と
更
此
御
内
に
は
今
年
よ
り
始

さ
せ
給
ひ
、
昔
の
道
の
御
契
、
猶
は
た
代
々
の
ふ
か
き
ゑ
に
し

の
つ
き
し
な
き
あ
と
ま
で
も
と
お
ぼ
し
給
り
、
画
像
を
も
て
長

く
末
に
も
伝
む
と
て
、
浅
香
山
の
あ
さ
か
ら
ぬ
御
情
に
て
、
山

の
井
の
心
の
底
を
ふ
か
く
汲
せ
給
ひ
、
ひ
る
の
ひ
じ
り
請
し
誦

経
せ
さ
せ
、
辻
章
達
に
あ
ふ
せ
て
、
御
供
養
の
か
ず
〳
〵
と
り

【
図
３
】
東
京
国
立
博
物
館
蔵
「
細
川
幽
斎
像
」（
摸
本
）

　
　
　

（C
olBase　

https://colbase.nich.go.jp

）
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お
こ
な
は
せ
た
ま
ふ
事
の
ま
め
や
か
さ
、
か
く
た
ふ
と
き
御
た

む
け
に
向
ひ
ま
ひ
ら
す
れ
は
、
い
か
斗
か
は
な
き
魂
の
無
上
の

法
味
か
し
こ
み
、
か
つ
は
御
志
の
切
な
る
を
あ
ふ
ぎ
う
け
ま
す

ら
め
と
か
ん
涙
と
ゞ
め
が
た
し
、
此
時
こ
そ
は
げ
に
川
流
江
河

の
も
ろ
〳
〵
の
水
も
只
此
経
の
大
海
に
入
て
、
仏
の
開
会
も
ま

の
あ
た
り
と
思
ひ
合
せ
、
忝
さ
を
操
返
し
〳
〵
か
つ
仰
し
て

　
　

し
き
島
の
実
の
み
ち
の
時
を
得
て
か
ゝ
る
御
法
の
光
を
ぞ
み
る

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
幽
斎
二
百
回
忌
か
ら
二
十
年
近
く
経
た
文
政
十
三
年

に
も
追
善
供
養
が
盛
大
に
行
わ
れ
、
そ
の
場
に
は
幽
斎
像
が
掛
け
ら
れ
て

い
た
と
い
う
。
就
は
幽
斎
二
百
回
忌
に
あ
た
る
文
化
六
年
に
桂
離
宮
へ
足

を
運
び
、
園
林
堂
に
掲
げ
ら
れ
た
幽
斎
像
を
拝
観
し
て
い
た（

12
）。
そ
の
感

銘
を
『
桂
能
里
の
紀
行
』
の
な
か
で
、

か
ず
な
ら
ぬ
末
の
身
に
て
、
い
ま
、
か
ゝ
る
か
し
こ
き
御
す
が
た
に

む
か
ひ
ま
い
ら
せ
、
ま
た
は
先
祖
の
い
ま
す
る
御
あ
り
さ
ま
を
拝
る

こ
と
も
、
是
、
ひ
と
へ
に
、
い
に
し
へ
の
浅
か
ら
ざ
り
し
御
恵
の
ほ

ど
ゝ
か
ん
ず
る
忝
さ
の
あ
ま
り
、
中
〳
〵
に
も
ふ
し
出
む
も
、
は
ゞ

か
り
す
く
な
か
ら
ね
ど
、
い
さ
ゝ
か
こ
ゝ
ろ
斗
に
の
べ
侍
る
。

言
の
葉
に
か
ゝ
る
契
も
末
と
を
き
め
ぐ
み
の
露
の
光
り
と
ぞ
お

も
ふ

と
書
き
記
し
て
い
る
が
、
こ
の
経
験
か
ら
「
画
像
を
も
て
長
く
末
に
も
伝

む
」
と
の
思
い
を
強
く
し
た
か
。

　

ま
た
、
中
院
文
書
に
は
次
の
よ
う
な
中
院
通
知
書
状
の
控
え
（
六
六
二

「
中
院
大
納
言
書
状
案
」）
が
あ
る
と
い
う（

13
）。

…
…
毎
年
の
御
正
忌
に
者
当
家
に
て
和
哥
独
吟
ニ
て
も
勧
進
い
た
し

御
恩
の
ほ
と
永
に
忘
れ
不
申
候
や
う
い
た
し
置
度
、
夫
ゆ
へ
よ
ろ
し

き
折
柄
御
世
話
に
成
、
幽
斎
公
御
画
像
も
申
受
候
事
に
御
座
候
。
此

よ
し
、
越
中
守
殿
へ
申
入
置
た
き
所
存
候
ま
ゝ
、
猶
又
よ
ろ
し
く
御

通
達
の
事
、
御
頼
申
入
存
候
。
か
や
う
な
る
儀
く
わ
し
く
御
頼
申
入

候
事
は
其
御
方
な
ら
て
は
出
来
不
申
、
ひ
と
へ
に
〳
〵
宜
敷
御
頼
申

入
存
候
。
め
て
度
か
し
こ�

中
院
大
納
言　

　
　

就
君
御
方
へ
申
さ
せ
給
へ

　
　
　

右
十
一
月
十
三
日
認

　

右
が
書
か
れ
た
時
期
は
未
詳
だ
が
、
幽
斎
像
を
め
ぐ
っ
て
中
院
家
と
も

や
り
取
り
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
就
が
韶
仁
親
王
へ
所
望
し
た
幽
斎

秀
歌
三
首
も
こ
れ
と
関
わ
る
か
。

　

先
の
証
明
状
の
包
紙
に
は
、

　
　

天
保
二
年
二
月　

京
都
ゟ
頂
戴
之
御
歌
写
三
首

と
あ
り
、

柚
原
郡
儀
兵
衛
、
正
月
十
七
日
京
都
被
差
立
、
二
月
六
日
御
国
元
着

仕
候
ニ
付
、
同
夜
於
陽
春
御
間
被
遊
御
頂
戴
候
事

と
の
覚
書
が
添
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
文
政
十
三
年
秋
頃
に
韶
仁
親
王

へ
所
望
し
た
幽
斎
秀
歌
三
首
は
、
同
年
十
月
に
就
の
も
と
に
届
く
と
、
翌

年
二
月
六
日
に
熊
本
へ
届
け
ら
れ
た
。
そ
し
て
そ
の
夜
、
陽
春
の
間
で
藩

主
斉
護
に
披
露
さ
れ
た
と
い
う（

14
）。
こ
の
よ
う
に
、
幽
斎
忌
に
も
就
が
積

極
的
に
関
与
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
が
、
幽
斎
像
に
関
わ
る
秀
歌
三
首

を
韶
仁
親
王
に
所
望
し
た
理
由
に
は
、
第
一
に
就
が
有
栖
川
宮
家
の
歌
道
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門
人
で
あ
っ
た
こ
と
、
第
二
に
有
栖
川
宮
家
が
幽
斎
か
ら
続
く
古
今
伝
受

の
継
承
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

六
　
治
年
五
十
回
忌
追
善
和
歌

　

天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
九
月
、
京
都
で
治
年
五
十
回
忌
の
追
善
供
養

が
行
わ
れ
た
。
細
川
斉
護
宛
の
就
の
書
状
（
永
青
文
庫
一
〇
七
・
三
八
・

一
・
巳
印
四
〇
・
五
）
に
は
、

大
詢
院
様
来
年
御
年
回
に
当
ら
せ
ら
れ
候
処
、
私
手
本
は
此
秋
に
取

越
御
営
申
度
、
も
は
や
生
が
ゐ
の
御
追
孝
と
存
へ
ば
、
こ
の
度
和
歌

の
短
ざ
く
と
り
集
、
御
証
当
に
御
手
向
申
上
た
き
志
願
に
御
座
候

と
あ
り
、
熊
本
に
先
ん
じ
て
京
都
で
治
年
五
十
回
忌
を
行
う
こ
と
、
そ
の

た
め
に
追
善
和
歌
を
献
じ
て
欲
し
い
こ
と
な
ど
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
こ
れ
と
は
別
に
、

大
詢
院
様
御
五
十
回
忌
、
此
状
に
御
と
り
越
申
上
度
、
志
願
申
上
候

得
共
、
御
聞
届
遊
ば
し
、
和
歌
之
追
慕
願
と
を
り
御
揃
あ
そ
ば
し
、

御
詠
出
い
た
ゞ
き
、
扨
々
有
難
ぞ
ん
じ
上
ま
い
ら
せ
候

と
し
て
願
い
通
り
に
斉
護
ら
が
歌
を
詠
ん
だ
こ
と
へ
の
礼
状
（
永
青
文
庫

一
〇
七
・
三
八
・
一
・
巳
印
三
九
・
八
・
一
）
な
ど
も
残
る
。

　

治
年
五
十
回
忌
に
熊
本
藩
士
た
ち
が
詠
じ
た
追
悼
五
十
首
（
架
蔵
）
の

巻
頭
に
は
、

来
申
九
月
大
詢
院
様
五
十
回
御
忌
被
為
当
候
処
、
就
君
様
思
召
之
旨

被
為
在
於
京
都
者
当
末
九
月
御
取
越
御
法
事
御
執
行
被
仰
付
、
和
歌

御
勧
進
御
家
中
志
有
之
面
ニ々
茂
奉
悼
之
歌
差
上
候
様
被
仰
付
候
歌
、

但
、
御
題
者
不
被
下
、
懐
旧
ニ
秋
之
心
を
よ
せ
詠
候
様
被
仰
付
候

と
し
て
、
就
が
京
都
で
追
善
供
養
を
行
う
際
に
家
臣
団
に
も
和
歌
を
献
じ

る
よ
う
依
頼
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る（

15
）。
さ
ら
に
堂
上
方
や
幕
府
方

の
詠
歌
を
ま
と
め
た
「
大
詢
院
五
十
回
忌
追
善
和
歌
」（
架
蔵
）
に
も
、

　
　

大
詢
院
様
五
十
回
御
忌
之
節
、
就
君
様
御
勧
進
公
武
之
御
和
歌

と
あ
り
、
就
が
追
善
和
歌
に
つ
い
て
公
家
と
武
家
の
双
方
に
働
き
か
け
て

い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

永
青
文
庫
蔵
「
治
年
公
五
十
回
御
忌
御
追
慕
」（
二
一
六
・
上
丁
・
三

七
）
に
は
、「
堂
上
方
」
と
記
し
た
包
紙
と
と
も
に
追
善
和
歌
四
紙
が
ま

と
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
出
詠
者
を
示
す
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

〔
一
紙
目
〕
10
名

鷹
司
政
道
・
一
条
忠
良
・
有
栖
川
宮
韶
仁
親
王
・
有
栖
川
宮
幟
仁
親

王
・
仁
和
寺
宮
済
仁
法
親
王
・
梶
井
宮
承
真
法
親
王
・
知
恩
院
宮
尊

超
法
親
王
・
近
衛
忠
煕
・
三
条
公
修
・
大
炊
御
門
経
久

　

〔
二
紙
目
〕
11
名（

16
）

久
我
通
明
・
日
野
資
愛
・
中
院
通
知
・
飛
鳥
井
雅
光
・
一
条
忠
香
・

冷
泉
為
則
・
庭
田
重
基
・
久
世
通
理
・
岩
倉
具
集
・
持
明
院
基
延
・

高
松
公
祐

　

〔
三
紙
目
〕
8
名

東
久
世
通
岑
・
千
種
有
功
・
六
条
有
言
・
三
条
西
季
知
・
武
者
小
路

実
建
・
烏
丸
光
政
・
細
川
邰
（
一
条
忠
良
室
）・
円
台
院
（
近
衛
経

煕
室
）
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〔
四
紙
目
〕
3
名

島
津
郁
（
近
衛
忠
煕
室
）・
細
川
就
（
久
我
通
明
室
）・
一
条
家
上
臈

お
ふ
き

　

就
た
ち
女
性
三
名
の
歌
は
四
紙
目
に
区
別
さ
れ
、
ま
た
三
紙
目
の
邰
姫

と
円
台
院
の
歌
も
少
し
空
白
を
置
い
て
書
か
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
い
ず

れ
も
堂
上
方
に
含
ま
れ
て
い
る
。

　

一
紙
目
の
筆
頭
に
挙
が
る
の
は
、
幽
斎
二
百
回
忌
追
善
和
歌
と
同
じ
く

鷹
司
政
道
と
一
条
忠
良
で
あ
る
が
、
続
け
て
韶
仁
親
王
と
そ
の
子
幟
仁
親

王
の
歌
が
あ
り
、
さ
ら
に
織
仁
親
王
の
王
子
で
あ
る
済
仁
法
親
王
・
承
真

法
親
王
・
尊
超
法
親
王
と
い
っ
た
有
栖
川
宮
家
の
人
々
の
歌
が
並
ん
で
い

る
こ
と
に
留
意
し
た
い
。
幽
斎
二
百
回
忌
追
善
和
歌
で
織
仁
親
王
か
ら
御

点
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
就
に
と
っ
て
、
父
治
年
の
五
十
回
忌

に
お
い
て
有
栖
川
宮
家
の
人
々
の
御
詠
を
賜
る
こ
と
は
念
願
で
あ
っ
た
に

違
い
な
い
。
そ
の
背
景
に
は
む
ろ
ん
就
だ
け
で
な
く
忠
良
室
で
あ
る
邰
姫

の
影
響
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
就
が
織
仁
親
王
の
歌
道
門
人
で
な

か
っ
た
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
追
善
和
歌
は
成
し
得
な
か
っ
た
と
い
え
よ

う
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
細
川
就
と
有
栖
川
宮
家
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
就
の
生

涯
を
辿
り
つ
つ
明
ら
か
に
し
た
。
就
の
織
仁
親
王
へ
の
入
門
を
仲
介
し
た

の
は
忠
良
か
と
推
さ
れ
る
が
、
確
た
る
証
拠
は
な
い
。
ま
た
、
既
述
の
よ

う
に
、
忠
良
室
で
あ
っ
た
邰
姫
に
は
歌
道
を
入
門
し
た
痕
跡
は
な
く
、
な

ぜ
就
の
み
が
若
く
し
て
歌
道
入
門
で
き
た
の
か
、
そ
の
理
由
も
定
か
で
は

な
い
。
織
仁
親
王
の
薨
去
後
、
歌
道
を
継
い
だ
韶
仁
親
王
に
幽
斎
秀
歌
三

首
の
書
写
を
所
望
し
て
い
る
が
、
就
は
そ
れ
以
前
か
ら
先
祖
幽
斎
に
対
し

て
関
心
を
強
く
寄
せ
て
い
た
。
例
え
ば
、
ま
だ
江
戸
に
い
た
頃
、
文
化
二

年
（
一
八
〇
五
）
に
京
極
宮
所
持
本
に
よ
っ
て
幽
斎
の
文
学
事
績
に
つ
い

て
書
き
写
し
て
い
る
。
島
津
忠
夫
氏
は
、
久
我
家
に
嫁
し
た
就
に
よ
っ
て

京
都
の
堂
上
歌
壇
の
な
か
で
古
今
伝
受
の
も
と
を
な
す
幽
斎
の
存
在
が
顧

み
ら
れ
た
と
指
摘
す
る（

17
）。
織
仁
親
王
へ
の
歌
道
入
門
も
ま
た
就
の
先
祖

幽
斎
に
対
す
る
敬
慕
の
念
を
強
め
る
こ
と
に
な
っ
た
か
。
ま
た
、
追
善
供

養
に
幽
斎
像
が
掲
げ
ら
れ
る
な
ど
、
幽
斎
の
神
格
化
に
も
就
が
関
わ
っ
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
猶
検
討
を
要
す
る
。
別
稿
を
期
し

た
い
。

【
注
】

（
１
）
本
文
の
引
用
は
、
自
筆
本
を
底
本
と
す
る
『
女
鑑
』
に
よ
り
、
旧
字
体
を
新
字
体

に
直
す
な
ど
、
表
記
を
一
部
改
め
た
。

（
２
）『
国
書
人
名
辞
典
』
に
は
「
久
我
美
子
」
で
立
項
さ
れ
る
。

（
３
）
盛
田
帝
子
「
光
格
天
皇
と
宮
廷
歌
会
―
寛
政
期
を
例
に
―
」『
雅
俗
』
九
、

二
〇
〇
二
年
一
月
。

（
４
）『
織
仁
親
王
行
実
』
に
は
文
政
三
年
に
「
中（
韶
仁
親
王
）

務
卿
宮
は
自
今
、
父
宮
の
違
例
中
、

其
の
歌
道
門
人
の
詠
草
を
添
削
せ
ら
る
ゝ
こ
と
と
な
り
し
も
、
御
看
護
中
な
る
よ
り

暫
時
一
条
関
白
に
添
削
を
委
嘱
せ
ら
る
」
と
あ
る
。
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（
５
）「
歌
道
入
門
者
一
覧
表
」『
織
仁
親
王
行
実
』
に
よ
る
。

（
６
）
宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
蔵
『
入
木
門
人
帖
』（
マ
高
一
三
〇
）
な
ら
び
に
『
職

仁
親
王
行
実
』（
高
松
宮
蔵
版
、
一
九
三
八
年
）、『
織
仁
親
王
行
実
』
を
参
照
し
た
。

（
７
）
前
田
淑
『
近
世
地
方
女
流
文
芸
拾
遺
』（
弦
書
房
、
二
〇
〇
五
年
）
参
照
。

（
８
）
邰
姫
は
出
雲
松
江
藩
主
松
平
斉
恒
と
離
縁
後
に
忠
良
と
再
婚
し
て
い
る
。

（
９
）
注
７
。

（
10
）
中
澤
伸
弘
「
有
栖
川
宮
織
仁
親
王
と
書
法
―
そ
の
基
礎
的
研
究
―
」『
若
木
書
法 

國
學
院
大
學
若
木
書
法
會
誌
』
一
九
、
二
〇
二
〇
年
二
月
。

（
11
）『
衆
妙
集
』
は
初
句
を
「
め
で
き
つ
る
」
と
す
る
。

（
12
）
拙
稿
「
久
我
美
子
自
筆
『
桂
能
里
の
紀
行
』
解
題
と
翻
刻
」『
国
語
国
文
学
研
究
』

五
三
、
二
〇
二
二
年
三
月
。

（
13
）
大
谷
俊
太
・
大
山
和
哉
「
京
都
大
学
文
学
部
蔵
中
院
文
書
文
学
関
係
資
料
翻
刻

（
下
）」（『
京
都
大
学
國
文
學
論
叢
』
四
三
、
二
〇
二
〇
年
四
月
）
に
よ
り
、
改
行
等

の
表
記
を
一
部
改
め
た
。

（
14
）
斉
護
は
天
保
元
年
六
月
十
一
日
か
ら
同
二
年
三
月
二
十
三
日
ま
で
熊
本
に
い
た

（
熊
本
藩
年
表
稿
）。

（
15
）
拙
稿
「
大
詢
院
五
十
回
忌
追
悼
五
十
首
―
翻
字
と
解
題
―
」『
国
語
国
文
学
研
究
』

五
二
、
二
〇
二
一
年
三
月
。

（
16
）
高
松
公
祐
の
歌
は
貼
紙
で
追
加
さ
れ
て
い
る
。

（
17
）
島
津
忠
夫
「
女
流
の
歌
人
た
ち
」（『
近
世
の
和
歌
』
勉
誠
出
版
、
一
九
九
四
年
。

『
島
津
忠
夫
著
作
集
第
八
巻 

和
歌
史
下
』
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
五
年
に
再
録
）。

【
付
記
】

　
本
稿
は
、
第
一
三
八
回
和
歌
文
学
会
関
西
例
会
、
東
ア
ジ
ア
日
本
研
究
者
協
議
会

第
六
回
国
際
学
術
大
会
、
二
〇
二
二
年
度
熊
本
大
学
国
語
国
文
学
会
、
第
六
六
回
古

典
研
究
会
で
の
発
表
の
一
部
を
基
に
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
席
上
、
貴
重
な

ご
教
示
を
賜
っ
た
諸
氏
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
る
。
猶
、
本
研
究
はJSPS

科
研
費

JP18K
00306

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

（
ひ
だ
か
　
あ
い
こ
／
熊
本
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
部
）
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